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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
七
九
回
質
問

（
祈
り
な
が
ら
考
え
よ
う
）

７
：

そ
う
い
う
わ
け
で
、
善
を
行
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
、
そ
の
私
に
悪
が
存
在

21
す
る
と
い
う
原
理
を
、
私
は
見
出
し
ま
す
。

７
：

私
は
、
内
な
る
人
と
し
て
は
、
神
の
律
法
を
喜
ん
で
い
ま
す
が
、

22

７
：

私
の
か
ら
だ
に
は
異
な
る
律
法
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
私
の
心
の
律
法
に
対
し

23
て
戦
い
を
挑
み
、
私
を
、
か
ら
だ
に
あ
る
罪
の
律
法
の
う
ち
に
と
り
こ
に
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

７
：

私
は
本
当
に
み
じ
め
な
人
間
で
す
。
だ
れ
が
こ
の
死
の
か
ら
だ
か
ら
、
私
を

24
救
い
出
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

７
：

私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
、
神
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
う
し

25
て
、
こ
の
私
は
、
心
で
は
神
の
律
法
に
仕
え
、
肉
で
は
罪
の
律
法
に
仕
え
て
い

る
の
で
す
。

（
ロ
マ
七
章
二
一
ー
二
五
節
／
新
改
訳
２
０
１
７
）

（
問
一
）

ー

節
に
は
「
私
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
何
回
出
て
来
ま
す
か
。
こ
の
こ

14

23

と
は
、

節
に
ど
ん
な
意
味
を
与
え
ま
す
か
。

24

（
問
二
）

節
で
パ
ウ
ロ
が
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
と
言
わ
ず
に
、
「
だ
れ
が
」
と
言

24っ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
か
。

（
問
三
）
人
間
は
神
の
律
法
に
よ
る
断
罪
か
ら
救
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

神
の
み
こ
こ
ろ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
罪
に
ま
さ
る
力
を
持
つ
こ

と
も
大
切
で
す
。
こ
の
両
方
の
こ
と
は
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
に
し
て
備
え
ら
れ
ま
し
た
か
（

節
前
半
）。

25

（
グ
ル
ー
プ
聖
書
研
究
・
聖
書
を
読
む
会
手
引
よ
り
）
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み
じ
め
な
敗
北
に
も
か
か
わ
ら
ず

（
ロ
マ
七
章
二
一
ー
二
五
節
）
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面

ロマ 7:23

ble,pw de. e[teron no,mon evn toi/j me,lesi,n mou avntistrateuo,menon tw/| no,mw| tou/ noo,j

mou kai. aivcmalwti,zonta, me evn tw/| no,mw| th/j àmarti,aj tw/| o;nti evn toi/j me,lesi,n mou)

<文法解析ノート> Rom 7:23

@1# ble,pw ble,pw vipa--1s 動）直現能1単 見る､わかる､見分ける

@2# de, de. ch 接）完等 さて､そして､次に､しかし @3# e[teroj e[teron a--am-s 形）対男単 もう一方､他の､別の

@4# no,moj no,mon（ノモス）n-am-s 名）対男単 律法、法則、原理 @5# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､

@6# ò toi/j ddnp 冠）与中複 冠詞（この､その） @7# me,loj me,lesi,n n-dn-p 名）与中複 からだの一部

@8# evgw, mou npg-1s 代）属1単 私､わたし @9# avntistrateu,w avntistrateuo,menon vppmam-s 分）現中対男単 対して戦う

@10# ò tw/| ddms 冠）与男単 冠詞（この､その） @11# no,moj no,mw|（ノモス）n-dm-s 名）与男単 律法、法則、原理

@12# ò tou/ dgms 冠）属男単 冠詞（この､その） @13# nou/j noo,j n-gm-s 名）属男単 心

@14# evgw, mou npg-1s 代）属1単 私､わたし @15# kai, kai. ch 接）完 そして､～さえ､しかし､しかも､それでは､そうすれば

@16# aivcmalwti,zw aivcmalwti,zonta, vppaam-s 分）現能対男単 捕虜にする

@17# evgw, me npa-1s 代）対1単 私､わたし @18# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､

@19# ò tw/| ddms 冠）与男単 冠詞（この､その） @20# no,moj no,mw|（ノモス）n-dm-s 名）与男単 律法、法則、原理

@21# ò th/j dgfs 冠）属女単 冠詞（この､その） @22# àmarti,a àmarti,aj n-gf-s 名）属女単 罪

@23# ò tw/| ddms+ 冠）与男単 冠詞（この､その） @24# eivmi, o;nti vppadm-s 分）現能与男単 ある､～である､～です

@25# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､ @26# ò toi/j ddnp 冠）与中複 冠詞（この､その）

@27# me,loj me,lesi,n n-dn-p 名）与中複 からだの一部 @28# evgw, mou) npg-1s 代）属1単 私､わたし

尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
ロマ 7:23

<聖書翻訳比較ノート>
【新改訳2017】 私のからだには異なる律法があって、それが私の心の律法に対して戦いを挑み、私を、からだにある罪の律法
のうちにとりこにしていることが分かるのです。

【新改訳改訂３】 私のからだの中には異なった律法があって、それが私の心の律法に対して戦いをいどみ、私を、からだの中に
ある罪の律法のとりこにしているのを見いだすのです。

【口語訳】 わたしの肢体には別の律法があって、わたしの心の法則に対して戦いをいどみ、そして、肢体に存在する罪の法則
の中に、わたしをとりこにしているのを見る。

【新共同訳】 わたしの五体にはもう一つの法則があって心の法則と戦い、わたしを、五体の内にある罪の法則のとりこにしてい
るのが分かります。

【LIB改訂】ロマ7:23-25 心の中に潜む悪い性質には別の力があって、それが私の心に戦いをいどみます。そして、ついに私を打
ち負かし、いまだに私のうちにある罪の奴隷にしてしまうのです。私は、心では喜んで神に従いたいと願いながら、実際には、
相変わらず罪の奴隷になっています。

【NKJV】 But I see another law in my members, warring against the law of my mind, and bringing me into
captivity to the law of sin which is in my members.

【TEV】 But I see a different law at work in my body-a law that fights against the law which my mind
approves of. It makes me a prisoner to the law of sin which is at work in my body.

【KJV】 But I see another law in my members, warring against the law of my mind, and bringing me into
captivity to the law of sin which is in my members.

【NIV】 but I see another law at work in the members of my body, waging war against the law of my mind
and making me a prisoner of the law of sin at work within my members.


